
楽炎会総会2011/04/10

古今東西やきtの 見闘録

シルクロー ドのやきものたち

講 師  脇 田 宗 孝

シルクロ
ー ドとは

① 東西文化の交流路
ヨ東西の貿易路

② ザイデン
ロシユトラーゼン由「絹の道」

ドイツの地理学者 リヒトホ
~ヘ ン 著書 『シナ』(1877)

③ ォァシスの道  天 出北路 玉門関
(漢代) 天 出山脈

天山南路 (北道・南道) タ クラ
マカン砂漠

革原の道 (ステツプ
・ルート)モ ンゴル・アルタイ出麓

・南ロシア革原

海の道  (マ リン
・ルート)南 シナ海 ・印度洋

・ペルシヤ湾 (大航海)

やきもの交易 (コバルト鉱石
・回青)

④ オ リエント
aギリシヤ“回―マ文化  フ スタ

~卜 遺跡・パルミュラ遺跡

⑤ 中 国文化 落 陽
・西安・蘭州 玉 器

・青銅器・絹織物
・紙 ・火薬・軒刷

敦煙・莫高窟の開設(366～14C e 500衛)雲 簡
・竜門・麦積山石窟

⑥ 仏 の道 ア ジヤンタ
ー・エロ~ラ ・ガンダーフ・敦煙石衛

・法隆寺

② ベ ルシヤ文化 ゾ ロア
スター信仰 ペ ルセポリス

・ハマダ~ン ・ギラ
ーン

③ 飛 鳥
J奈良 新 沢千塚

・斉明期・飛鳥池遺跡
・正倉院・平城京・唐革の道
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正 シ ルクロー ドを歩いた人々

① 張 養

② 法 顕

③ 玄 業

④ 察 倫

⑤ マ ルヨロポ
ーロ

⑥ 郷  和

① ヘ ァィン

③ アンダー

③ ペリオ

① その他

前漢(BC139)武帝
。西域探査 葡 萄・胡桃

・朝麻・胡根等

東晋代 (399)インド
・西域巡礼 (60歳)漢 訳 『仏園記豊

唐代 印 度へ巡礼(629～45)『西遊記』 バ
ーミヤン大石寵

ダラス河畔の戦(751)製 紙技術の伝達

元代 商 人 1295帰国 東 方見聞録

明代・武将 雲 南出身イスラム教徒 南 海遠征(1405・
7砲 )

スェーデン・地理学者(1865～1952)・中央アジア投後家

ロブノール・さまよえる湖  楼 開発見 (9巴う

ソン ス エ~デ ン地質学者(1874～1960)彩 文士率
・周口店北京原人

アランス(1878～1じ45)致 建千仏堀 15000点の古文書
・教建学

スタイン(イギリス) ル ・コック (ドイツ)・天出北路探検

大谷探検路(光端
や教建壁画) 平 出郁夫

田 シ ルク曇
― ギの輝 くや番ものたち

① 土 器   BC1003～ 縄文土器
・北方ユーランアン

BC60c～ 白陶・紅陶・ BC20c～黒陶
・灰陶 (竜出文化)

BC15c～ 動 物形注限土器 (アニマル
・スタイル)

iFンホオ才形丘器・エーゲ海文明

② 彩 文土器  BC60o～35c メプポタミア
・アナトリア・中国・バンチェン

彩陶 (Bじ50c～仰親文fヒ) ア ンダ
ーソンi土器

③ 青 紬陶器  BC40C～ エ ジプト
・メノポタミア タ ′1'ル・ビ

ーズ

BC12c～ プ アイアンス (ノ
ーダ・ガラス系紬)

BC8c～ ア ッシリア・バビロニア  彩 紬タイル

④ ヘ レニズム BC334～ ギ リシヤ
・ローマ・オリエント 東 西融合

アレクサンドロス (BC35併323) バ クトリア
・ガンダーラ

③ サ サン朝ペルシア陶器 (225-651)多彩紬陶器
・銀製水瓶の複製

パルメット・ロータス・ア
~カ ンサス・唐車文様の伝播

二彩の道 唐 三彩・奈良三彩
・渤海三彩・遼三彩・新羅二彩

⑥ イ スラム陶器 7c～  ア ラ
ベスク・タイル

ミナイ・スタイル  イ ベリア (アルハンブラ宮殿)～ 中国まで

10cペルシャ三彩・ニシヤ
ープール (白化粧土・線亥J・三彩紬)

② 青 花磁器  晩 唐以降 元 代
・呉須の青花文様  オ スマン

・トルコ

朝鮮半島・有田・安南
～マイセン磁器

③ ガ ラス  BC16c～  メ ソポタミア(モザイクタイ
ル)エ ジプト(ヨアガラス)

BClc～ ローマ(吹きガラス)ペルシャ
・ギラーン(カットガラス)

正倉院へ(6c～ 白瑠璃碗
・八曲瑠璃碗等)


